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小
学
生
田
植
え
体
験
教
室 

風
連
地
区

　
5
月
20
日
、
風
連
中
央
小
学
校
4
年

生
の
児
童
17
名
に
よ
る
田
植
え
体
験
が
、

風
連
地
区
の
名
寄
市
農
業
振
興
セ
ン
タ

ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
食
育
授
業
の
一
環
と
し
て
田
植
え
か

ら
稲
刈
り
ま
で
学
ぼ
う
と
毎
年
計
画
し

て
い
る
も
の
で
、
名
寄
市
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
か
ら
水
田
の
一
部
を
借
り
、
も

を
持
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で

し
た
。

　
ま
た
、
５
月
26
日
に
は
風

連
中
央
小
学
校
5
年
生
の
児

童
18
名
に
よ
る
田
植
え
体
験

が
、
風
連
地
区
の
上
口
忠
さ

ん
の
水
田
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
５
年
生
の
児
童
は
前
年
度

に
も
ち
米
の
田
植
え
を
体
験

し
て
お
り
、
今
年
の
授
業
で

は
見
た
目
や
形
は
同
じ
で
も

品
種
に
よ
っ
て
食
味
や
粘
り

が
異
な
る
こ
と
を
学
べ
る
よ

う
、
う
る
ち
米
の
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
上
口
さ
ん
か

ら
田
植
え
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
児
童
た
ち
は
早
速
裸
足

に
な
っ
て
水
田
の
中
へ
入
り
、

泥
だ
ら
け
で
何
度
も
転
び
そ

う
に
な
り
な
が
ら
も
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
苗
を
植
え
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ち
米
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

児
童
は
楽
し
そ
う
に
苗
を
植
え
、
食
物

づ
く
り
の
喜
び
や
苦
労
を
味
わ
い
ま
し

た
。
天
候
の
悪
化
に
よ
り
７
割
程
度
を

終
え
た
と
こ
ろ
で
田
植
え
終
了
と
な
り

ま
し
た
が
、
「
１
本
の
苗
で
何
杯
分
の

ご
は
ん
が
出
来
る
の
か
？
」
な
ど
の
質

問
が
あ
り
、
児
童
に
も
農
業
へ
の
興
味

▼名寄市農業振興センター

▲上口農場
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５
月
26
日
、
名
寄
南
小
学
校
４
年
生

の
児
童
92
名
に
よ
る
田
植
え
体
験
が
名

寄
地
区　
曙　
清
水
農
場
（
代
表
取
締

役　
清
水
功
裕
氏
）
の
水
田
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
に
育
苗
か
ら
田
植
え
ま
で

一
連
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
苗
床
で
苗

を
剥
が
す
作
業
の
手
伝
い
を
し
、
圃
場

で
は
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
付
い
た
田

植
機
３
台
に
ク
ラ
ス
毎
で
分
か
れ
て
乗

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
の
生
活
で

は
で
き
な
い
体
験
に
乗
車
し
た
児
童
は

な
よ
ろ
ア
ス
パ
ラ
ま
つ
り
開
催

小
学
生
田
植
え
体
験
教
室 

名
寄
地
区

と
て
も
楽
し
そ
う
な
表
情
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。
最
先
端
の
米
作
り
の
現
場
を

体
感
し
た
児
童
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の

疑
問
や
質
問
が
飛
び
交
い
、
農
業
に
対

し
て
よ
り
興
味
関
心
を
高
め
た
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
～
３
日
、
東
京
都
の
杉
並

区
役
所
前
で
「
な
よ
ろ
ア
ス
パ
ラ
ま
つ

り
」
が
３
年
ぶ
り
に
対
面
販
売
で
開
催

さ
れ
、
営
農
セ
ン
タ
ー
職
員
２
名
と
名

寄
市
役
所
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

し
な
が
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
区
役
所

職
員
に
よ
る
と
数
日
前
よ
り
区
民
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
例
年
と
変
わ

ら
ず
朝
か
ら
大
勢
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
３
日
間
で
ア
ス
パ
ラ
約
８
４

０
キ
ロ
を
は
じ
め
名
寄
市
特
産
品
が
即

完
売
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
９
月

に
は
「
名
寄
市
一
足
早
い
秋
の
収
穫
祭

（
旧
名
寄
と
う
も
ろ
こ
し
ま
つ
り
）
」

も
開
催
予
定
で
す
。
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北
海
道
神
宮
　
大
鏡
餅
奉
納

智
恵
文
地
区
種
馬
鈴
薯
防
疫
検
査

　
６
月
９
日
、
農
林
水
産
業
の
持
続
的

な
発
展
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期

収
束
を
祈
願
し
、
北
海
道
も
ち
米
団
地

農
協
連
絡
協
議
会
を
代
表
し
て
東
野
秀

樹
組
合
長
と
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合

連
合
会
が
合
同
で
大
鏡
餅
を
北
海
道
神

宮
に
奉
納
し
ま
し
た
。
今
年
も
「
は
く

ち
ょ
う
も
ち
」
を
使
用
し
た
３
段
重
ね

の
総
重
量
約
１
２
０
キ
ロ
の
紅
白
鏡
餅

　
7
月
13
日
、
智
恵
文
地
区
馬
鈴
薯
圃

場
に
て
第
２
期
種
馬
鈴
薯
防
疫
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
者
６
名
・
上

川
生
産
連
２
名
・
農
協
職
員
３
名
が
検

査
補
助
を
し
、
農
林
水
産
省
横
浜
植
物

が
６
人
が
か
り
で
運
ば
れ
、
神
前
に
供

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
19
日
に
は
上
川
地
区
農

協
米
対
策
委
員
会
と
合
同
で
３
段
重
ね

紅
白
大
鏡
餅
を
上
川
神
社
へ
奉
納
し
、

東
野
組
合
長
は
「
今
年
も
昨
年
に
負
け

な
い
大
き
さ
の
鏡
餅
を
奉
納
し
て
、
い

い
出
来
で
秋
を
迎
え
た
い
」
と
豊
作
を

祈
願
し
ま
し
た
。

防
疫
所
函
館
出
張
所
の
髙
橋
防
疫
官
に

よ
っ
て
、
面
積
13
・
92
ha
、
30
筆
中
15

筆
の
検
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
全
筆
合

格
と
な
り
ま
し
た
。
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大
豆
現
地
講
習
会

風
連
地
区
年
金
友
の
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　
7
月
８
日
に
風
連
地
区
い
と
う
フ
ァ

ー
ム
さ
ん
圃
場
、
７
月
15
日
に
智
恵
文

地
区
五
十
嵐
真
吾
さ
ん
圃
場
に
て
麦
大

豆
良
質
生
産
協
議
会
（
会
長
：
長
谷
川

隆
氏
）
主
催
に
よ
る
大
豆
現
地
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
名
寄

支
所 

久
保
専
門
普
及
指
導
員
よ
り
、

今
年
の
播
種
作
業
は
平
年
並
み
に
始
ま

っ
た
が
断
続
的
な
降
雨
、
他
作
物
の
植

付
作
業
の
遅
れ
な
ど
で
平
年
よ
り
遅
れ

て
い
る
圃
場
が
あ
り
、
生
育
に
差
が
あ

る
た
め
、
今
後
も
圃
場
を
よ
く
観
察
し
、

追
肥
と
病
害
虫
防
除
の
徹
底
・
適
期
収

穫
に
努
め
る
こ
と
が
大
事
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
圃
場
に

入
り
根
粒
菌
の
着
生
を
確
認
し
ま
し
た
。 　

8
月
9
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
風
連

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
て
Ｊ
Ａ
道
北

な
よ
ろ
風
連
地
区
年
金
友
の
会
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
総
勢
27
名
の
参
加
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
前
日
は
大

雨
で
開
催
も
不
安
視
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
に
は
雨
も
上
が
り
、
終
始
笑
顔
が

絶
え
な
い
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
皆

さ
ん
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

成
績
上
位
者
に
は
景
品
の
贈
呈
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
男
性
の
部　
1
位　
川
田　
勝
彦

　
　
　
　
　
　
2
位　
山
中　
忠
義

　
　
　
　
　
　
3
位　
鎌
上　
司
郎

　
　
　
　
　
　
4
位　
松
本　
昇

　
　
　
　
　
　
5
位　
小
池　
晴
行

　
女
性
の
部　
1
位　
尾
崎　
文
子

　
　
　
　
　
　
2
位　
佐
藤　
ハ
ル
ノ

　
　
　
　
　
　
3
位　
泉
谷　
早
子

　
　
　
　
　
　
4
位　
西
村　
多
美
子

　
　
　
　
　
　
5
位　
中
山　
秀
子
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水
稲
初
期
生
育
調
査
実
施

　
６
月
22
日
、
24
日
に

名
寄
市
も
ち
米
生
産
組

合
（
組
合
長
：
市
本
豊

幸
氏
）
主
催
に
よ
る
水

稲
初
期
生
育
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
調
査
対

象
圃
場
は
風
連
地
区
１

９
３
圃
場
・
名
寄
地
区

61
圃
場
で
、
全
地
区
平

均
草
丈
35
・
６
、
茎
数

12
・
６
と
い
っ
た
調
査

結
果
と
な
り
、
圃
場
間

差
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
茎
数
に
つ
い
て

は
平
年
並
み
に
推
移
し

て
い
る
状
況
で
し
た
。

今
後
は
水
管
理
を
継
続

し
茎
数
の
確
保
に
努
め

る
と
共
に
、
こ
ま
め
な

休
憩
と
給
水
を
取
り
農

作
業
中
の
熱
中
症
に
は

十
分
注
意
し
て
、
実
り

豊
か
な
秋
を
む
か
え
る

事
に
期
待
し
水
稲
初
期

生
育
調
査
を
終
え
ま
し

た
。

令和４年度水稲初期生育調査（品種別）
風連地区
　　調査対象圃場数：はくちょう　125圃場　風の子　60圃場　きたゆき　8圃場

品種 はくちょう 品種 風の子 品種 きたゆき
地　区 草丈 茎数 地　区 草丈 茎数 地　区 草丈 茎数

１・２区 34.2 11.3 １・２区 １・２区
３区 35.3 11.3 ３区 37.6 10.4 ３区 44.4 14.7
４区 32.4 9.8 ４区 34.2 8.0 ４区
５区 34.5 11.8 ５区 34.0 10.0 ５区
豊里 33.8 12.9 豊里 32.8 14.2 豊里

アカシヤ 29.6 7.3 アカシヤ 34.8 6.9 アカシヤ
東風連 35.0 12.6 東風連 37.9 15.0 東風連 39.6 15.1

旭 36.6 15.6 旭 36.8 15.6 旭
日進 33.8 10.5 日進 33.7 7.2 日進 35.8 3.9

西風連 35.3 7.8 西風連 34.7 7.3 西風連
平　　均 34.1 11.1 平　　均 35.2 10.5 平　　均 40.1 9.3

名寄地区
　　調査対象圃場数：はくちょう　49圃場　風の子　12圃場

品種 はくちょう 品種 風の子
地　区 草丈 茎数 地　区 草丈 茎数

日彰・朝日 36.6 13.7 日彰・朝日 36.7 15.4
緑丘・旭東 34.1 13.0 緑丘・旭東 34.7 9.0
日進・大橋 30.4 12.2 日進・大橋

砺波 40.5 14.2 砺波 37.4 13.7
内淵 38.3 13.1 内淵 39.3 12.0
瑞穂 35.9 15.6 瑞穂 37.5 8.7
曙 36.1 19.7 曙 38.2 13.1

共和 37.7 15.3 共和 36.3 22.3
豊栄 39.3 17.2 豊栄 42.0 10.3

平　　均 36.5 14.9 平　　均 37.8 13.1

全地区平均 草丈 茎数 全地区合計圃場数
はくちょうもち 35.3 13.0 174圃場

風の子もち 36.5 11.8 72圃場
きたゆきもち 40.1 9.3 8圃場
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令
和
４
年
度 

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
女
性
部

管
外
役
員
視
察
研
修
報
告

表
紙
の
人

　
今
号
の
表
紙
は
、
智
恵
文
ほ
く

ほ
く
地
区
で
農
業
を
営
ん
で
い
る

小
泉
優
人
さ
ん
一
家
で
す
。

（
家
族
構
成
）

　
父　
　
　
博ひ
ろ
し志
さ
ん　
経
営
主

　
祖
母　
　
ト
キ
子こ

さ
ん

　
本
人　
　
優ま
さ
と人

さ
ん

　
妻　
　
　
菜さ
い
さ
ん

　
長
女　
　
優ゆ

姫き

菜な

さ
ん

（
主
な
作
付
け
品
目
）

　
玉
葱
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
食
用

馬
鈴
薯
・
百
合
根　
他

　
３
年
ぶ
り
に
管
外
役
員
視
察
研
修
が

行
わ
れ
、
７
月
４
日
～
７
日
ま
で
３
泊

４
日
の
日
程
で
広
島
・
山
口
方
面
へ
行

き
ま
し
た
。

　
初
日
、
早
朝
よ
り
自
宅
で
コ
ロ
ナ
抗

原
検
査
を
し
、
陰
性
判
定
に
安
堵
し
て

旭
川
空
港
へ
向
か
い
ま
し
た
。
今
回
は

10
単
組
24
名
の
女
性
部
役
員
と
中
央
会

事
務
局
、
添
乗
員
の
計
26
名
で
の
参
加

で
す
。

　
広
島
県
で
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
や
３
班
に
分
か
れ
て
の
平
和
記
念
公

園
、
原
爆
ド
ー
ム
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
さ
ん
と
回
り
、
改
め
て
『
平
和
の

誓
い
』
を
し
た
後
、
宮
島
の
厳
島
神
社

を
参
拝
散
策
し
ま
し
た
。

　
山
口
県
で
は「
う
ま
も
ん
漬
物
工
房
」

で
昔
な
が
ら
の
製
法
の
旨
味
が
あ
る
漬

物
や
昔
、
客
を
も
て
な
し
て
い
た
建
物

等
を
見
学
し
、
「
や
な
い
西
蔵
」
で
金

魚
ち
ょ
う
ち
ん
作
り
体
験
を
楽
し
み
、

３
日
目
の
宿
「
西
の
雅　
常
盤
」
で
は

名
物
女
将
の
シ
ョ
ー
で
の
大
爆
笑
と
お

も
て
な
し
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
瑠
璃
光
寺
、
秋
芳
洞
、
Ｊ

Ａ
直
売
所
の
「
新
鮮
館
厚
南
店
」
を
見

学
し
、
帰
路
旭
川
へ
。
到
着
後
に
コ
ロ

ナ
抗
原+

抗
体
検
査
を
し
、
現
時
点
の

陰
性
を
確
認
し
て
か
ら
帰
宅
と
な
り
ま

し
た
。

　
研
修
に
参
加
し
て
、
各
単
組
の
取
組

み
・
課
題
を
共
有
で
き
た
こ
と
や
、
参

加
者
皆
さ
ん
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
に
、
勇

気
・
元
気
・
活
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
は
便
利
な
時
代
で
、
グ
ル
ー
プ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
て
写
真
や
ア
ル
バ
ム
を

共
有
し
た
り
、
帰
っ
て
か
ら
も
近
況
報

告
が
続
い
て
い
ま
す
。
楽
し
く
有
意
義

な
研
修
で
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
体

験
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
部　
副
部
長　

住　
田　
美　
紀

原爆ドーム前

うまもん漬物工房

秋芳洞
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青
年
部

　
名
寄
支
部

青
年
部

　
風
連
支
部

青
年
部

　
智
恵
文
支
部

生
産
者
組
織

　
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
青
年
部
名
寄
支
部
（
支
部
長
：
小
田

桐
康
樹
）
は
６
月
27
日
、
営
農
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室
に
て
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
ホ
ク
レ
ン
旭
川
支
所
米
穀
課

の
田
子
係
長
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

も
ち
米
の
情
勢
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

参
加
し
た
部
員
９
名
は
皆
真
剣
な
表
情

で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の

意
見
交
換
の
場
で
も
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
充
実
し
た
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
７
月
15
日
、
青
年
部
風
連
支
部
（
支
部
長
：
安

達
康
治
）
学
習
会
兼
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
は
、
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
に
訪
問
し
、

参
加
者
30
名
が
土
地
改
良
事
業
の
概
要
や
土
地
改

良
法
・
水
利
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

よ
り
番
水
の
日
程
な
ど
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
使
っ
た
情

報
提
供
を
検
討
頂
き
た
い
と
の
お
願
い
を
伝
え
、

前
向
き
な
返
答
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
的

な
水
資
源
の
確
保
に
つ
い
て
学
び
、
参
加
者
か
ら

は
「
と
て
も
有
意
義
な
学
習
会
で
あ
っ
た
、
次
回

は
掘
り
下
げ
た
内
容
に
つ
い
て
学
び
た
い
」
な
ど

前
向
き
な
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　
学
習
会
後
は
風
連
ス
タ
ン
ド
裏
に
て
焼
肉
を
行

い
、
阿
部
参
事
を
は
じ
め
、
土
地
改
良
区
職
員　

計
６
名
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
職

員
交
流
も
兼
ね
、
令
和
２
年
～
令
和
４
年
に
入
組

し
た
職
員
及
び
参
加
者　
計
13
名
が
参
加
し
、
青

年
部
33
名
を
合
わ
せ
た
計
52
名
で
懇
親
を
深
め
、

盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
智
恵
文
支
部
（
部
長
：
飯
塚

勝
也
）
で
は
７
月
８
日
、
資
金
造
成
草

刈
り
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
早
く
か
ら
18
名
の
部
員
が
集
合
し
、

智
恵
文
支
所
・
ス
タ
ン
ド
の
建
物
周
り

や
智
恵
文
乾
燥
施
設
、
各
倉
庫
周
り
な

ど
を
各
自
持
ち
寄
っ
た
ブ
ラ
シ
カ
ッ
タ

ー
で
草
刈
り
し
、
今
年
も
事
故
や
怪
我

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
智
恵
文
支
所
大
会
議
室

に
て
学
習
会
を
開
催
し
、
ホ
ク
レ
ン
農

産
課
よ
り
麦
・
大
豆
の
情
勢
に
つ
い
て
、

サ
カ
タ
の
タ
ネ
よ
り
南
瓜
・
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
の
特
性
や
新
品
種
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
第
５
次
地
域
農
業
振
興
計
画
等
策
定

に
か
か
る
生
産
者
組
織
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
、
７
月
28
日
に
女
性
部
、
８

月
３
日
に
青
年
部
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
行
わ
れ
た
組
合

員
意
向
調
査
の
結
果
や
第
４
次
振
興
計

画
期
間
中
に
お
け
る
状
況
を
Ｊ
Ａ
か
ら

説
明
し
た
後
、
各
組
織
代
表
の
方
々
に

組
織
運
営
や
農
業
経
営
・
生
活
環
境
に

つ
い
て
の
要
望
や
質
問
、
Ｊ
Ａ
に
対
す

る
要
望
な
ど
活
発
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

青
年
部
・
女
性
部
　
活
動
報
告



広報JA道北なよろ9� 2022年 夏号（No.58）

女
性
部

　
名
寄
支
部

女
性
部

　
風
連
支
部

女
性
部

　
智
恵
文
支
部

虹
の
会

　
女
性
部
名
寄
支
部
（
支
部
長
：
矢
吹

祐
子
）
は
、
７
月
１
日
に
営
農
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
に
て
夏
期
研
修
交
流
会
の

「
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
成
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
を
行
い
な
が
ら
10
名
の
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
２
度
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
花
が
好
き
な
部
員
も
多
く

お
り
、
初
参
加
の
部
員
に
手
ほ
ど
き
を

し
た
り
と
、
思
い
思
い
の
ア
レ
ン
ジ
を

作
成
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
交
流
会

に
会
話
も
弾
み
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
女
性
部
風
連
支
部
（
支
部
長
：
住
田

美
紀
）
は
７
月
20
日
、
風
連
町
ア
カ
シ

ヤ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
行

い
な
が
ら
、
夏
期
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
茶
話
会
形
式
で
行
わ
れ
た
交
流
会

に
は
お
茶
菓
子
と
お
持
ち
帰
り
用
の
お

弁
当
が
準
備
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
た
18
名
の
参
加
者
は
た
く
さ

ん
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
智
恵
文
支
部
（
支
部
長
：
菅

野
真
記
子
）
は
、
７
月
13
日
に
智
恵
文

馬
鈴
薯
施
設
に
て
夏
期
講
習
会
・
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら

17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
初
め
て
「
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
作
成
」
に
挑
戦
し
、
た
く

さ
ん
の
花
の
中
か
ら
、
好
み
の
花
を
選

び
、
配
置
な
ど
を
考
え
な
が
ら
自
分
流

の
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
智
恵
文
支
部
六
花
の
会
（
代

表
：
山
本
冴
香
）
は
、
７
月
９
日
に
７

名
が
参
加
し
、
夏
期
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
虹
の
会
（
会
長
：
中
野
寿
子
）
は
７

月
15
日
に
営
農
セ
ン
タ
ー
に
て
夏
期
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
名
寄
市
の
出

前
ト
ー
ク
を
活
用
し
「
介
護
予
防
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
講
話
に
は
会
員
７
名

と
、
体
験
参
加
者
１
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
指
を
使
っ
た
体
操
や
、
頭
の
運
動

な
ど
の
体
験
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
て
の
講
話
を
聴
き
、
積
極
的
に
介
護

予
防
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
研
修
会
後
に
は
冬
の
絵

手
紙
作
り
も
行
い
ま
し
た
。

　
虹
の
会
は
、
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
有
資
格
者
８
名
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
農
村
高
齢
者
の
介
護
・
指
導
・

助
言
な
ど
を
行
い
、
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
介
護
に
関
す
る
研
修
会
等
の
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

青
年
部
・
女
性
部
　
活
動
報
告
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新規就農者紹介

池
いけ

　田
だ

　諒
りょう

　介
すけ

さん松
まつ

　島
しま

　隆
たか

　弘
ひろ

さん

Ｑ１．農業をやろうと思ったきっかけは？
　実家が農家だったから
Ｑ２．農業の良いところ（魅力）は？ 
　生産した作物が自分で食べられる
Ｑ３．仕事での失敗談、面白エピソードは？
　トラクターの燃料切れを起こしてしまっ

たこと
Ｑ４．最近ハマっていること（趣味）は？
　ドライブ、ゲーム、アニメ、映画
Ｑ５．これからの目標は？
　一つ一つの仕事内容を覚える

Ｑ１．農業をやろうと思ったきっかけは？
　特に理由なし
Ｑ２．農業の良いところ（魅力）は？ 
　自分の手で一から農作物を育て、その成

長を目の当たりにすることです
Ｑ３．仕事での失敗談、面白エピソードは？
　日々失敗、日々研究
Ｑ４．最近ハマっていること（趣味）は？
　料理、読書、競馬
Ｑ５．これからの目標は？
　良いものを沢山作りたいです

生年月日：H14年11月8日　19歳
経営内容（主な作付品目）
　　　水稲
経 営 主：池田　敏弘さん
地　　区：風連瑞生

生年月日：S62年8月12日　35歳
経営内容（主な作付品目）
　　　南瓜、水稲
経 営 主：ご本人
地　　区：風連西風連
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宮
みや

　本
もと

　享
たか

　征
ゆき

さん岡
おか

　元
もと

　愛
あい

　莉
り

さん

Ｑ１．農業をやろうと思ったきっかけは？
　勤めていた会社が名寄から撤退を決定し、

異動して勤務することも可能だったが、
都会でスーツを着て業務する自分を想像
できなかったのと実家の状況も色々と変
化した為

Ｑ２．農業の良いところ（魅力）は？ 
　豊かな自然の中で仕事ができる
Ｑ３．仕事での失敗談、面白エピソードは？
　区画整理後の水田の角で田植機が立ち往

生してしまった
Ｑ４．最近ハマっていること（趣味）は？
　ドライブ
Ｑ５．これからの目標は？
　スマート農業を取り入れ、効率化を図る

Ｑ１．農業をやろうと思ったきっかけは？
　小さい時から父の手伝いをしていて、作

物を育てる楽しみや収穫の喜びが私に合
っていると感じたから

Ｑ２．農業の良いところ（魅力）は？ 
　自分のペースで仕事ができるところと自

分が育てた野菜を食べられるところ
Ｑ３．仕事での失敗談、面白エピソードは？
　投げ込みタイプの除草剤を水田で使った

とき、思った場所に投げ込めなかったこ
と

Ｑ４．最近ハマっていること（趣味）は？
　カラオケ、料理
Ｑ５．これからの目標は？
　自分で育てた作物を商品化して販売した

い

生年月日：S62年9月23日　34歳
経営内容（主な作付品目）
　　　水稲、玉葱、南瓜、麦
経 営 主：宮本　ひとみさん
地　　区：風連日進

生年月日：H14年10月10日　19歳
経営内容（主な作付品目）
　　　水稲（もち）
経 営 主：岡元　政美さん
地　　区：名寄共和

お忙しい中、取材に協力頂き、
ありがとうございました。
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広報JA道北なよろ15� 2022年 夏号（No.58）

JA道北なよろ　本所 金融共済部 共済課　01655-3-2521
名寄支所　01654-2-4531 ／智恵文支所　01654-8-2111
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〜名寄市農業普及センターからのお知らせ〜

上川地区北海道指導農業士・農業士会夏期研修会を開催！
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　平素、当組合の各事業にご理解ご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。
　当組合の定款の規定により、組合員の皆さまに組合員資格の変更の有無についてご確認をお願
いしております。
　つきましては、下記の事項をご確認の上、組合員資格の変更がありましたら、お手数ですが組
合員加入いただきました当組合の本支所窓口にて手続きをお願い致します。
　なお、お手続きの際には、運転免許証や保険証などご本人の確認ができる公的書類と印鑑をご
持参下さい。

記
●正組合員資格
　①50アール以上の土地を耕作されており、その耕作する土地又は住所がこの組合の地区内にあ

る方
　②１年のうち１００日以上農業に従事されており、その住所がこの組合の地区内にある方
　③農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が３００人を超え、かつ、その資本の額又は出

資の総額が３億円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地が
当組合の地区内にある法人

●准組合員
　①組合の事業を利用される方で、その方の住所が組合の地区内にある方
　②当組合の地区内に勤務地がある方で、当組合の事業を継続してご利用されている方
　③当組合の地区外に住所がある方で、当組合の事業を継続してご利用されている方

　農業後継者、農業女性の皆様
　日頃より、当組合の事業推進にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　これからの地域農業・農協運営のことを考えるにあたり、事業主と共に農業を営まれている皆
様のご意見が大変重要になって参ります。今後の地域農業の発展のため、正組合員となり農協運
営に参画くださいますようお願い申し上げます。

代表理事組合長　東野　秀樹

○正組合員資格
　①50アール以上の土地を耕作する農民で、その住所がこの組合の地区内にあるもの
　②１年のうち１００日以上農業に従事する農民で、その住所がこの組合の地区内にあるもの

○出資金
　　１口（５００円）以上の出資をお願いしております。

申込み・お問い合わせ先　　　本所 総務部総務課（０１６５５−３−２５２１）
　　　　　　　　　　　　　　名 　 寄 　 支 　 所（０１６５４−２−４５３１）
　　　　　　　　　　　　　　智  恵  文  支  所（０１６５４−８−２１１１）

組合員資格確認のお願い

正組合員募集のご案内
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開
催
日
　
六
月
三
日

一
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、
与
信
残
高
四
千
万
円
超
の
貸

付
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸

付
）
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

開
催
日
　
六
月
二
十
九
日

一
、
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　
監
事
会
報
告
の
通
り
決
定

二
、
与
信
残
高
四
千
万
円
超
の
貸

付
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
肥
料
高
騰
対
策
に
つ
い
て

理
事
会
の
経
過

第
四
回
理
事
会

第
五
回
理
事
会

　
　
　
提
案
通
り
決
定

開
催
日
　
七
月
二
十
九
日

一
、
出
資
金
減
口
の
申
出
に
つ
い

て

　
提
案
通
り
決
定

二
、
北
海
道
信
連
へ
の
自
己
資
本

造
成
計
画
へ
の
対
応
に
つ
い

て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
令
和
四
年
産
く
ず
米
・
雑
穀

予
約
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
中
小
酪
農
経
営
生
産
基
盤
維

持
・
強
化
対
策
事
業
に
つ
い

て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
六
回
理
事
会

５月３１日・・・棚卸監査

６月３日・・・第４回定例理事会

　　１５日～ １７日

　　　　・・・第１・四半期定例監査

　　２７日・・・第３回経済委員会

　　２９日・・・第５回定例理事会

７月１日・・・棚卸監査

　　５日～８日

　　　　・・・みのり監査法人期中監査

　　２５日・・・第４回経済委員会

　　２５日・・・第３回総務委員会

　　２９日・・・第６回定例理事会

　　２９日・・・第２回経営改善特別対策委員会

JAのあゆみ
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1 2 3 4 5 7 96

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

クロスワードを解きＡ～Ｉをつないだ言葉を答えて下さい。

回答欄

正解者の中から抽選で５名様に
「商品券」をプレゼント!!
解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！
（ＦＡＸでも受付しております）
０１６５５－３－４０４５
【応募締め切り・発表】

令和４年９月30日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。

多数のご応募お待ちしています！

マガジン・マガジン「クロスワードメイト」より

　作家の五木寛之氏は、50年以上に
わたって続けてきた超夜型生活を改
め、朝型派に転向したそうです。人
間、変われば変わるものなんですね。
Ａ～Ｉが答えです。10

24

29

39 41 43 44

45

58

46

51 52 53

59 60

47 48 49 50

35 36 37 38

30 31 32 33 34

25 26 27 28

11

15

19 20 21 22 23

16 17 18

13 14

8
G

12
D

40
A

54 55 56 57
H

C

42
B

F

E

I

の
ク
ロ
ス

徹底
比較 !朝型 夜型

VS.

25　
○
○
破
れ
て
山
河
あ
り

27　
買
い
値
に
対
し
て

28　

○
○
明
か
り
の
下
で
、
ぶ

ら
ぶ
ら
と
夜
の
お
散
歩

31　

カ
バ
ン
を
電
車
の
網
棚
に

置
い
て
き
た

33　

夜
ふ
か
し
し
て
、
絶
望
的

な
時
間
に
起
き
て
遅
刻
し

た
!!

34　
摩
天
楼
が
そ
び
え
る

36　

古
代
の
生
活
が
う
か
が
え

る
と
こ
ろ

38　

客
室
に
は
ベ
ッ
ド
が
２
つ

あ
り
ま
す

39　

く
ち
び
る
に
グ
ロ
ス
を
塗

っ
て
○
○
を
出
す

41　

覚
え
て
お
く
べ
き
重
要
な

○
○
ワ
ー
ド

43　

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
反
射

神
経
が
問
わ
れ
る
○
○
○

叩
き

44　

○
○
を
と
る
と
眠
り
が
浅

く
な
る
と
か

46　
バ
ス
ル
ー
ム
で
浴
び
て
、
よ

う
や
く
シ
ャ
キ
ッ
と
す
る

48　
青
春
の
シ
ン
ボ
ル

50　

外
出
時
に
ひ
と
ふ
り
し
て

い
い
香
り

51　

木
片
の
シ
ン
プ
ル
な
知
育

玩
具

53　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
派
？

そ
れ
と
も
？

１　
朝
早
く
起
き
て
〝
○
○
○
〟

体
操
第
一

２　

養
殖
し
た
も
の
を
ハ
マ
チ

と
い
う
こ
と
も

４　
冷
え
る
夜
で
も
穿
い
て
眠
る

の
は
よ
く
な
い
と
さ
れ
る

５　
○
○
あ
れ
ば
苦
あ
り

７　

お
休
み
を
く
だ
さ
い
。
○

○
○
を
乞
う

８　
さ
な
ぎ
が
成
虫
に

９　

眠
気
覚
ま
し
に
飲
む
。
ブ

ラ
ッ
ク
が
い
い
か
な

11　

こ
ん
な
夜
遅
く
ま
で
働
く

な
ん
て
、
労
働
○
○
○
○

法
に
ひ
っ
か
か
る
ぞ

13　

お
鍋
の
最
後
に
雑
炊
や
麺

を
い
た
だ
く

17　
毎
週
や
毎
月
発
行

18　

お
じ
い
さ
ん
は
山
へ
○
○

刈
り
に
、
お
ば
あ
さ
ん
は

川
へ
洗
濯
に

19　

種
類
は
豊
富
、
朝
食
の
白

米
に
パ
ッ
パ
ッ
と
か
け
る

21　

建
物
の
中
で
空
気
が
通
る

エ
ア
○
○
○

23　

大
都
市
の
周
辺
に
あ
る
ベ

ッ
ド
○
○
○

24　

雨
の
日
に
外
で
遊
ん
で
子

ど
も
が
○
○
ま
み
れ

タ
テ
の
キ
ー
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54　
起
床
し
た
ら
洗
面
台
で
洗
っ
て
す
っ
き
り

55　
塩
辛
と
か
あ
た
り
め
と
か
、
晩
酌
に
欠

か
せ
な
い

56　
ま
ず
○
○
を
固
め
た
あ
と
に
応
用
、
夜

通
し
勉
強
だ

１　
深
夜
に
書
い
た
○
○
レ
タ
ー
は
、
朝
に

読
む
と
ム
ム
ム
で
す

３　
こ
れ
が
変
わ
る
と
寝
ら
れ
な
い
人
も

６　
夜
中
に
小
腹
が
す
い
て
、
こ
の
中
を
ゴ

ソ
ゴ
ソ
す
る

10　
人
の
力
は
借
り
て
な
い

12　
こ
れ
は
誰
の
子
、
ス
ギ
ナ
の
子

14　
車
。
ス
ポ
ー
ツ
○
○

15　
み
ん
な
で
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ク
す
る
○
○

○
会

16　
○
○
○
○
時
計
で
、
１
度
止
め
て
も
ま

た
鳴
る
ス
ヌ
ー
ズ
機
能

19　
コ
タ
ツ
で
暮
ら
す
季
節

20　
お
代
は
い
り
ま
せ
ん

22　
ト
ー
ス
ト
に
○
○
○
や
マ
ー
ガ
リ
ン
を

塗
っ
て
パ
ク
ッ

24　
徹
夜
に
備
え
て
栄
養
○
○
○
○
を
ゴ
ッ

ク
ン

26　
ア
パ
ー
ト
に
使
っ
て
い
な
い
部
屋
ア
リ

29　
フ
ィ
ル
タ
ー
ご
し
に
水
を
き
れ
い
に

30　
夜
明
け
と
と
も
に
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
！

32　
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

35　
一
年
の
○
○
は
元
旦
に
あ
り

37　
な
ん
だ
か
体
が
ポ
ッ
ポ
す
る
な

40　
令
和
４
年
は
○
○
○
○
２
０
２
２
年

42　
姉
は
夜
型
だ
け
ど
、
○
○
○
○
は
お
肌

に
悪
い
の
で
さ
っ
さ
と
寝
て
る

45　
セ
レ
ブ
が
住
ん
で
そ
う
な
大
き
な
家

47　
ホ
テ
ル
で
グ
ッ
ス
リ
、
フ
ロ
ン
ト
に
明

朝
の
○
○
○
○
○
コ
ー
ル
を
お
願
い

49　
お
相
撲
さ
ん
が
踏
む

51　
「
い
つ
ま
で
起
き
て
ん
の
！
」
と
マ
マ

の
頭
か
ら
ニ
ョ
キ
ッ

52　
メ
イ
ク
で
目
元
な
ど
に
キ
ラ
キ
ラ
ッ

54　
川
下
に
対
し
て

55　
布
団
の
中
か
ら
ソ
ー
ゼ
ツ
な
騒
音
が
響
く

57　
透
明
性
が
高
い
の
は
○
○
○
張
り

58　
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
○
○
型
、
Ａ
Ｂ
型

59　
飲
食
店
の
深
夜
営
業
に
は
○
○
○
が
必
要

60　
子
ど
も
が
寝
付
く
ま
で
、
親
も
い
っ
し

ょ
だ
よ

ヨ
コ
の
キ
ー

◎
５
月
の
広
報
は
職
員
の
方
々
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
、何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
な

ぁ
と
思
い
ま
す
し
、お
互
い
健
康
で
仕
事
が

頑
張
れ
ま
す
様
に
と
も
思
い
ま
す
。今
は
春
、

雨
が
降
り
、そ
の
後
太
陽
が
照
る
と
山
の

木
々
が
み
る
み
る
と
緑
に
変
わ
っ
て
い
る
の

に
び
っ
く
り
で
す
。今
年
の
田
畑
の
作
物
も

順
調
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
‼（風

連　
日
進
）

◎
い
つ
も
身
近
な
情
報
を
楽
し
ん
で
読
ん
で
い

ま
す
。仕
事
の
こ
と
や
い
ろ
ん
な
こ
と
の
内

容
で
満
足
し
て
い
ま
す
。（
風
連　
西
風
連
）

　
★�

広
報
に
つ
い
て
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。職
員
の
集
合
写
真
を
撮
る

の
に
四
苦
八
苦
し
た
記
憶
が
蘇
り
ま
し

た
…（
汗
）今
後
も
た
く
さ
ん
の
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

◎
今
年
は
温
暖
化
な
の
か
暖
か
い
日
の
田
植

え
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
天
気
次
第

で
秋
の
収
穫
ま
で
気
を
抜
か
な
い
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。�

（
風
連　
新
生
町
）

◎
今
年
は
農
作
業
に
苦
労
し
ま
し
た
。風・雨・

寒
さ・暑
さ
に
人
間
は
く
た
く
た
。あ
と
半

年
、豊
作
を
楽
し
み
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
風
連　
日
進
）

　
★�

最
近
の
気
象
に
は
本
当
に
頭
を
悩
ま
さ

れ
ま
す
ね
。皆
さ
ん
無
事
に
実
り
の
秋
を

迎
え
る
ま
で
、お
体
に
気
を
付
け
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

◎
我
が
家
の
１
歳
５
か
月
の
孫
は
お
て
ん
ば

で
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
！
か
わ
い
い
盛
り
で

す
ね
。こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

（
風
連　
中
央
）

◎
今
年
の
田
植
え
も
無
事
に
終
わ
っ
て
ひ
と
休

み
!!
と
は
い
か
ず
、次
々
と
仕
事
が
待
っ
て

い
る
…
。で
も
孫
が「
ば
あ
ば
ー
」と
呼
ん
で

く
れ
る
と
ほ
っ
こ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

（
風
連　
日
進
）

◎
４
歳
と
２
歳
の
娘
が
お
父
さ
ん
と
一
緒
に

野
菜
の
収
穫
を
し
て
く
れ
ま
す
。と
れ
た
て

の
野
菜
で
作
る
お
み
そ
汁
は
絶
品
で
す
。

（
風
連　
東
風
連
）

　
★�

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
と
気
持
ち
も

和
み
ま
す
ね
。こ
れ
か
ら
も
成
長
記
録
の

お
便
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
農
作
業
は
大
変
と
い
え
ば
大
変
で
す
が
、雨

の
日
に
買
い
物
に
行
っ
た
つ
い
で
に
主
人
が

た
ま
～
に「
ラ
ー
メ
ン
で
も
食
べ
よ
う
か
？
」

と
か
、た
ま
～
に「
マ
ッ
ク
行
き
た
い
な
ぁ
」

と
か
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、こ
れ
ま
た
息
抜

き
に
な
る
ん
で
す
よ
♥�

（
風
連　
日
進
）

◎
今
回
は
め
ず
ら
し
く
夫
が
黙
々
と
鉛
筆
を

走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。で
も
、ず
ぅっ
と
机
に

置
い
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で『
そ
う
か
!!
こ
こ

は
妻
の
役
目
だ
!!
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
、郵
便
局
に
行
き
、切
手
を
購
入
し
、投

稿
す
る
こ
と
!!
』今
日
は
日
曜
日
か
？
明

日
行
っ
て
く
る
か
…
。�

（
風
連　
東
風
連
）

　
★�

ど
ち
ら
も
素
敵
な
夫
婦
仲
で
羨
ま
し
い

限
り
で
す
！
ぜ
ひ
男
性
側
か
ら
の
気
持

ち
も
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
へ
送
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

◎
今
回
の
う
ど
ん
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
問
題
、楽

し
か
っ
た
で
す
。う
ど
ん
好
き
な
の
で
す
が
、

最
近
テ
レ
ビ
で
芸
能
人
が
と
て
も
上
手
に

長
い
う
ど
ん
を
す
す
っ
て
い
て
、私
に
は
無

理
だ
…
と
思
い
つ
つ
見
て
い
ま
す
。あ
あ
、

鍋
焼
き
う
ど
ん
が
食
べ
た
く
な
っ
て
き
た
…
。

　
★�

麺
好
き
な
編
集
者
が
選
ん
だ
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
何
よ
り
で

す
！
う
～
ん
、お
な
か
が
鳴
っ
ち
ゃ
い
ま

す
ね
。

　

今
回
の
応
募
総
数
は
15
通
で
し
た
。次
回

も
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

声
の
広
場

前
回
の
パ
ズ
ル
の
答
え

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者

【
コ
シ
ガ
ツ
ヨ
イ
テ
ウ
チ
ウ
ド
ン
】

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
５
名

の
方
に
商
品
券
を
送
り
ま
す
。（敬

称
略
）

・
佐
　
藤
　
静
　
子（
風
　
連
）

・
杉
　
野
　
こ
は
る（
風
　
連
）

・
髙
　
橋
　
健
　
太（
智
恵
文
）

・
廣
　
島
　
秀
　
子（
名
　
寄
）

・
鷲
　
田
　
蓮
　
仁（
智
恵
文
）
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電子版のお問い合わせやお申し込みは、JA道北なよろ営農課までご相談下さい。


